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値 名称 内容 

5 
暖房能力 
増要求 

VAV が最大であるにも関わらず、室温が設定よりも
低い。または､給気温度が低い為に暖房ができない｡ 

4 適正暖房 
給気温度が室温よりも高く(温風を送風中)､室温が設
定を満足し、VAV が最大～最小の間となる。 

3 最小風量 室温が設定を満足し、VAV が最小風量となってくる｡ 

2 適正冷房 
給気温度が室温よりも低く(冷風を送風中)、室温が
設定を満足し、VAV が最大～最小の間となる。 

1 
冷房能力 
増要求 

VAV が最大であるにも関わらず、室温が設定よりも
高い。または､給気温度が高い為に冷房ができない｡ 
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はじめに 

BEST では設計・シミュレーションで求められる空調機

器のニーズに配慮し、2006 年より機器特性 SWG にて一連

の標準的な機器の特性を調査、定式化やマップデータ化

を行っており、その結果を BEST のマニュアルとして公開

を開始する予定である 1)。本報告では新たに検討した、個

別分散空調における室内機の風量制御に関するモデル化

方法及び昨年度調査した新規機器特性について報告する。 

1．室内機変風量制御のモデル化 

1-1．室内機変風量制御の考え方 

室内機の風量制御は、VAV の制御ロジックを参考とし

た。VAV の風量制御ロジックを図－１に示す。 

図－１では、冷房・暖房が合成されて示されているが、

実際には冷房時と暖房時で区分され風量制御されている

ため、室内機の風量制御においても同様に、冷房時と暖

房時で制御ロジックを区分し、検討を行った。室内機の

制御ロジックについて、図－２に示す。なお、室内機の

風量設定は、メーカーヒアリングにより、最も販売帯が

多いと考えられる「急風」、「強風」、「弱風」とした。各

風量設定の変更における設定温度からの温度幅は、メー

カーのヒアリングにより決定した。 

1-2．各風量設定における風量比 

「急風」、「強風」、「弱風」の風量については、「急風」

を定格値として、「強風」、「弱風」を比率により設定する

こととした。各風量設定の風量比については、メーカー

ヒアリングを行い、室内機種別ごとに風量を調査したが、

種別間の相関は得られなく、室内機種別ごとに風量比を 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１ VAV の風量制御ロジック 

検討したところ、相関係数も低いものであったため、容

量帯で各風量帯の風量を以下のように決定することとし

た（図－３） 

強風：f(x) = -0.0025x + 0.8805 

弱風：f(x) = -0.0021x + 0.7401 

1-3．室内機出口空気状態の検討（定格時） 

定格時の室内機出口空気状態は、代表メーカーにおけ

る室内機種別ごとの出口相対湿度とバイパスファクター

を調査し、それぞれで室内機種別ごとに特性式化した。

図－４に一例を示す。 

図－２ 室内機の風量制御ロジック 

 

 

 

 

 

 

1)室内機種別ごとの各容量における風量比（弱風／急風） 

 

 

 

 

 

 

2)弱風と強風の風量比の決定 

図－３ 各風量設定における風量比の決定 

１）室温が上昇していく場合 ２）室温が下降していく場合 

３）室温が上昇していく場合 ４）室温が下降していく場合 
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1-4．変風量による出口空気状態の考え方 

室内機の変風量制御による出口相対湿度やバイパスフ

ァクターの変化については、代表メーカーにおける室内

機の定格風量比に対する定格バイパスファクター比・定

格出口相対湿度比を調査した（図－５）。 

その結果、出口相対湿度の差異が大きくないことから、

風量による出口相対湿度の特性は変化しないこととした。 

 

 

 

 

 

 

 

図－４ 定格時の室内機出口状態の一例（４方向カセット形） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－５ 室内機の風量を変化させた場合の空気線図 

 

2．ヒートポンプ付ファンコイルユニットの機器特性 

ヒートポンプ付ファンコイルユニット（以下、HP 付

FCU）は、冷房時・暖房時において、それぞれ運転モード

が「FCU＋HP 運転」、「FCU 運転」、「HP 運転」、に分かれ

ているため、冷房・暖房の別で、運転モードごとに機器

特性を整理した。 

図－６にモデルの入出力、図－７に運転モードの判断

フロー、図－８に機器特性データを示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－６ モデルの入出力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－７ 運転モードの判別フロー 

図－８ 機器特性データ 

まとめ 

室内機風量制御に関するモデル化方法及び機器特性の

整備方法の検討に関して報告した。今後も、新規機器・

システムに関しての調査の継続検討を行う予定である。 
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運転モード：MODE HP付FCU 冷房能力：Qc
室内空気温度：DB 　　　室温補正 暖房能力：Qh
　　 〃　　湿度：WB 　　　水温補正 消費電力：W
冷温水入口温度：WTin 　　　水量補正 冷温水出口温度：WTout
冷温水流量：FR 　　　負荷率補正
サーモオン比率

設定項目
定格冷房能力（HP+FCU）：Qc_hp+fcu 定格冷房入力（HP+FCU）：Wc_hp+fcu
定格冷房能力（FCU）：Qc_ｆcu 定格冷房入力（FCU）：Wc_ｆcu
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